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新たなFUNを提供するコネクティッドビークル
Connected Vehicles Delivering New Levels of Fun!

ま え が き

　近年，自動車業界ではCASE（Connected：コネクティ
ッド，Autonomous：自動運転，Share&Service：シェア
リングサービス，Electric：電動化）を意識した製品・サ
ービスの開発が盛んに行われている．
　CASEの一つであるコネクティッド分野において，ICT

（Information and Communication Technology：情報通信
技術）の発展に伴い，ICT端末としての機能を有するコネ
クティッドビークルが急速に普及している．コネクティッ
ドビークルはICTを通じて，従来のクルマにはない新たな
価値やサービスを提供するものである．

1 　RIDEOLOGY THE APP MOTORCYCLE

　モーターサイクル業界でも各社からさまざまなサービス
が提供される中，当社では顧客に対してモーターサイクル
ならではの「走る楽しさ」を支援し，新たな価値を提供す
ることを目指して，2017年よりBluetooth通信によるモー
ターサイクルとの連携機能を有したスマートフォン向けア
プリ「RIDEOLOGY THE APP MOTORCYCLE」の研究
開発を進めてきた．

2 　第 2 世代アプリ開発方針

　第 1 世代アプリ（図 1 ）は利便性向上や顧客体験向上を
目指して2019年に上市し，モーターサイクルとスマートフ
ォンの連携により以下の機能を実装した．
・車両情報：図 1（a）

エンジンを始動していない状態（IG-OFF時）にて残燃
料やバッテリー電圧値などを閲覧できる機能．次回走行
時の給油やメンテナンス時の振り返りに活用できる．

・走行ログ：図 1（b）
任意の走行区間に関する走行距離・時間・燃費といった
概要情報と走行速度やギア情報などのセンサー値をグラ
フで閲覧する機能．サーキットなどでの自身の走行分析
に活用できる．

・車両セッティング：図 1（c）
車両の走行モード（通常走行，スポーツ，雨天用など）
など乗り心地に左右する各種設定をアプリから操作・設
定する機能．煩わしいスイッチ操作から解放され，手軽
にセッティングできる．

　第 2 世代アプリ（図 2 ）は，趣味を分かち合う仲間や，
ライダー同士の出会いを増やしたいという着想から2021年
に上市し，第 1 世代アプリにはなかった以下の機能を実装
した．
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　Recently, the automotive industry has experienced a surge in the development of CASE-focused products and services, 
leading to a rapid increase in connected vehicles. Amid this trend, we have been developing a “connected” app that 
integrates our flagship product, motorcycles with smartphones.
 The second generation of this app enhances bidirectional communication through our cloud service. This not only 
delivers new value to our customers but also facilitates product improvements and the introduction of new services 
through big data analysis and utilization.

　近年，自動車業界ではCASEを意識した製品・サービスの
開発が盛んに行われており，その一つとしてコネクティッド
ビークルが急速に普及している．当社でも，主力製品である
モーターサイクルとスマートフォンを繋ぐコネクティッドア
プリを開発してきた．

　第 2 世代のアプリでは，クラウドサービスと連携することで多彩な双方向通信が可能となり，顧客への新たな価値提供を実
現するとともに，ビッグデータ分析・活用によって商品改良や新たなサービスの提供を推進する．
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・走行ログڞ有：図 2（b）
લड़の走行ログをଞਓとڞ有できる機能．ଞਓのログを
．画に活用できるܭとしたツーリングߟࢀ

・RIDEOLOGY SCORE：図 2（c）
走行ログでのշ走度をදݱする機能．　　　

・走行Ґஔڞ有：図 2（E）
自身の走行ҐஔをアプリϢーβーに発信して，ツーリン
グのݺͼかけに活用できる．

　第 2 世代アプリの機能のଟ͘はインターネットを活用
し，Ϣーβー同士がܨがることで実ݱされるが，ͦれͩけ
でな͘，アプリ提供ऀである当社とϢーβーがܨがること
によるメリットにも着目した．たと͑，インターネット
をհしてಘられるデータを通じてアプリや車両の利用状گ
をক来の車両開発に活用したり，機能のෆ۩合をଈ࠲にݕ

できるといったメリットがある．

ú 　ٕज़՝

ᾇ　アプリɾΫϥυڥ開発
⛶　クラドڥのΈ作り
　システϜߏஙを行うにあたり，インターネットを利用し
た通信手ஈͩけでな͘，走行ログなどのデータのੵ・ܭ
ॲཧを行うサーバーがඞ要となる．サーバーを自社でࢉ
ཧ・運用するΦンプϨϛスڥと，ཧを؆略化できる
クラドڥのどちらかのબとなる．グローバルの展
開をલ提とし，利用ऀが年ʑ増Ճすることが༧ଌされるこ
とから，ϋードの༷มߋがॊೈにՄ能であることにՃ͑，
2�時間システϜがܧଓしてՔಇできることがましいとߟ
͑，クラドڥをಋೖすることとした．クラドڥの

図 1 　第 1 世代アプリͷػ
'iH� 1 　Features of ø st generation aQQ

図 2 　第 2 世代アプリͷػ
'iH� 2 　Features of ù nd generation aQQ

ᾱ　ߦϩά ᾲ　ं྆ηοςΟϯά

ᾰ　ϗʔϜը໘ ᾲ　RIDEOLOGY SCORE ᾳ　ߦҐஔڞ༗ᾱ　ߦϩάڞ༗

ᾰ　ं྆ใ
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　ここでの技術՝として，࠷ऴతにはグローバルにଘࡏ
するेສの車両からʑߴස度でૹられて͘るେྔのデ
ータに対して，దなデータՃܗを実ࢪし，セキϡア
でありながらも༰қに利用Մ能なܗでੵするඞ要がある．

û 　ٕज़՝ͷऔΓΈ

ᾇ　アプリɾΫϥυ開発
⛶　クラドڥのΈ作り
　アプリ・クラドڥ開発ظ間のॖ化をਤるため，マ
イクロサービスとݺれるখن機能のΈ合わͤでのシ
ステϜߏஙがՄ能なA8S（Ama[on 8eC Service）を࠾
用し，図 û のようなߏとした．ಛに開発時・運用時のૣ
などを意識して以下のࢹやύフォーマンスݟෆ۩合発ظ
サービスをಋೖした．
・Ama[on S/S �ChatCot

マイクロサービス୯ҐでのエラーをؚΉ任意の通を代
දతなS/Sサービスに発信するΈ．

・A8S X-ray
各マイクロサービスをԣஅして，ύフォーマンスのϘト
ルネックやエラーのࠜ本ݪҼを༰қに୳ることをՄ能と
したサービス．

・Ama[on Cloud8atch
A8Sඪ४で実装されるログࢹサービス．ඞ要にԠじ
て，任意のダッシϡϘードを作することがՄ能．

⛷　Ԡ時間のॖ化
　走行ログについては，Ama[on ,inesis Data Analytics
を࠾用することで，走行ログऔಘ開始と同時にઈ͑間な͘
車両情報をૹ信し，リアルタイϜでอଘ・分析がՄ能とし
た．これによりऔಘऴྃのタイϛングからগしの機時間

られた開発リιースݶ，ஙにおける技術తな՝としてߏ
の中でޮతにシステϜを開発・運用するためのΈ作
りをݕ౼するඞ要がある．
⛷　Ԡ時間のॖ化
　走行ログをクラドڥにอすることになるため，ݸ
ਓ情報をѻうことによるセキϡリティ対ࡦにՃ͑て，スマー
トフォンとクラド間の通信によるԠ性のԆ時間をՄ
能なݶりॖさͤるためのシステϜߏとするඞ要がある．
⛸　走行ログڞ有の֮ࢹ化
　走行ログڞ有時の車速・燃費情報などの走行データをެ
開することになり，これらの値情報が第ऀࡾに開ࣔされ
ることで，ݥة運転をॿするڪれがあるため，値情報
に代わるԿらかの֮ࢹ情報で走行ログをڞ有するํ๏をݕ
౼するඞ要がある．

ᾈ　σʔλੳɾ׆༻
　モーターサイクルの各コンポーネント間でCA/通信に
より，さまざまなデータをߴස度でやりऔりしている．車
両の開発ஈ֊では，これらのデータを解析してධ価վળに
はライダーや走گ用している．一ํで，市での車両状
行ڥなどにେき͘ґଘするため，ਖ਼֬にѲした上で開
発にөすることはඇ常にしい．ݱ状，市からऩूで
きる情報は，企画ஈ֊でのϢーβーのώアリングや，デ
ィーラーをհしたෆ۩合情報などݶ定తである．
　これらの՝に対し，コネクティッドアプリを活用する
ことで，走行データやҐஔ情報といった，よりߴਫ਼度のデ
ータをクラド上でऩूすることで解ܾをਤる．これらの
ビッグデータを分析・活用することで，図 ú にࣔすように，
品վྑ・アフターサービスの品࣭向上・マーέティング
の活用・新たなサービスの提供ଅ進がظされている．

図 ú 　Ϗοάσʔλ׆༻Πϝʔδ
'iH� ú 　Image of Cig data utili[ation
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͋ ͱ が き

　モーターサイクル向け第 2 世代アプリが上市してから � 年
がܦաし，アプリଓは10ສをಥഁした．顧客の要
やظにԠ͑るため，さらなる品࣭վྑや新機能のࡌ
をܧଓしている．202�年 � ݄には新たにΦフロードྠ࢛向
けアプリも上市して，ॱ次新機種に対Ԡしてい͘とڞに，
ͦのଞ製品にもサービスを֦େしてい͘༧定である．
　ক来తには，乗用車で͘普及している常時通信ଓ対
Ԡなどにより，製品のΈならͣコネクティッドサービスで
も新たな価値を提供してい͘．

でログの݁Ռ閲覧をՄ能としてշద性のҡ࣋をਤった．
⛸　走行ログڞ有の֮ࢹ化
　走行ログのެ開情報については図 ü にࣔすような � Dア
χメーシϣンを࠾用することで，車速などの値දݱをආ
けつつ，走行状態を֮ࢹతに楽しめるܗとした．

ᾈ　σʔλੳɾ׆༻
　ेສの車両からߴස度かつେྔにૹられるデータを
҆定తかつセキϡアにऩू・Ճ・ੵするにあたり，લ
߲でड़たAma[on ,inesisをհしてAma[on S�に֨ೲす
るアーキテクチϟを࠾用した．また，セキϡアにしながら
も社でのデータ利活用をଅ進するため，データ分析ج൫
をアプリのバックエンドシステϜより上ҐϨϕルで分離し
てݶݖཧを༰қにするڞに，データ分析ج൫については，
．まないこととしたࠐち࣋ਓ情報をؚΉ機ඍなデータをݸ
　データ分析ج൫上では，アプリからバックエンドシステ
ϜをհしてૹられてきたデータをՃして，図 ý のような
利用用్にԠじたBIダッシϡϘードでの͑ݟる化を実ݱ
した．データՃにおいても，A8Sの提供する自動తに
データをந出・ม・֨ೲするサービスを活用することで，
運用のݮをਤっている．

図 û 　A8Sߏ図
'iH� û 　A8S architecture diagram

図 ü 　 ú Dアχϝʔγϣϯ
'iH� ü 　 ú D animation
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図 ý 　#IμογϡϘʔυ
'iH� ý 　Business intelligence dashCoard
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